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give way to ～ 和訳し、同じ意味の熟語を 2つ答えると ～に屈する 

①yield to ～ ②surrender to ～  彼は彼女に事実を話してくれと

言った 英訳すると He demanded that she should tell him the 

truth. (shouldは省略可)  名詞節の that S(主語) should V(動詞) の

原形を導く動詞・形容詞は demand(要求する) require(要求する) 

order(命令する) insist(主張する) decide(決める) advise(助言する) 

propose(提案する) suggest(提案する) necessary(必要な) natural(当

然だ) strange(奇妙だ) important(大切な)  間違いなく、きっと 

without (  ) 空所をうめると without (fail)  主語になれる品詞は 

名詞のみ  目的語になれる品詞は 名詞のみ  補語になれる品詞は 

名詞と形容詞のみ  受身とはどのような状態か 能動態の文の目的

語を主語にした文  名詞の格は 主格・目的格・所有格  主語の格は 

主格  目的語の格は 目的格  述語動詞とは 構造上の主語を伴って

文を作る動詞  準動詞とは 構造上の主語を伴わないので文は作れ

ないが、そのかわり名詞・形容詞・副詞の働きをする動詞  接続詞

の 2種類とは 等位接続詞と従属接続詞  come byを 2通りで英語 1

語に言い換えると acquire gain  please 名詞形にすると pleasure 

意味は 喜び please 2 通りで形容詞形にすると pleased 喜んだ 

pleasant 楽しい  I paid 1000 yen for the book. の 2通りの書き換

えは ①It cost me 1000 yen to buy the book. ②I bought the book 

for 1000 yen.  used to ～ を言い換えると (would) (often) ～ 和

訳すると よく～したものだ  often が省略されることもある   I 

don't know if he will come. 和訳すると 彼が来るかどうかは分から

ない  目的語の所に置かれた if S(主語) + V(動詞) の訳し方は S(主

語)＋V(動詞)かどうか ＝ whether S(主語) + V(動詞)  mustを 2通
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りに和訳すると ①～しなければならない ②～に違いない  概し

て・一般に 4 通りに英訳すると ①as a rule ②on the whole ③

generally speaking ④by and large  last 動詞の意味は  続く

(continue)  「～しながら」という意味の前置詞は over  over a cup 

of coffee 和訳すると コーヒーを飲みながら  many advices 誤り

を訂正すると much advice  ひとつのアドバイス 英訳すると a 

piece of advice  〈人〉に〈事〉を知らせる informを使って英訳す

ると inform〈人〉of〈事〉※二重目的語を取らない  従属接続詞の

働きは 副詞節を作る。ただし、that, if, whetherは名詞節も作る  be 

used to の次にくる品詞は 名詞か動名詞 意味は ～に慣れている  

〈人〉が～するのに〈時間〉がかかる 英訳すると It takes〈人〉〈時

間〉to ～  私がこのパズルを解くのに 2 時間かかった 英訳すると 

It took me two hours to solve this puzzle.  no more than 英語 1語

で言うと only 意味は たった・だけ  危険な状態にある be in 

danger の反意語 be (  ) (  ) danger 空所をうめると be (out) (of) 

danger  the last person to～ 和訳すると 最も～しそうにない人 

彼に限ってあなたを裏切ったりしないでしょう  英訳すると He 

would be the last man to betray you.  昔の私 2通りに英訳すると 

①what I was ②what I used to be  term意味を 5つ挙げると 専門

用語・期間・条件・間柄・学期  ①hard (  ) hearing と②slow (  ) 

comprehension の空所に共通する前置詞とそれぞれの意味は of ～

の点で ①hard (of) hearing 耳が遠い ②slow (of) comprehension 

理解が遅い  私は彼に部屋の掃除をさせる 5 通りに英訳すると ①I 

make him clean his room.〈強制的に〉 ②I let him clean his room.

〈許可して〉③I have him clean his room.〈依頼して〉④I get him 
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to clean his room. ⑤I force him to clean his room.  住むための家 

英訳すると a house to live in  今日、私は都合が悪いです 英訳す

ると It is not convenient for me today.  〈人〉を主語にせず、It … 

for〈人〉to ～の構文を使わなければならない形容詞は convenient・

necessary・natural・possible・difficult・dangerousなど  so ～ that 

S(主語) can …を書き換えると ～ enough (for S) to …  This 

room is so large that we can work in it. 書き換えると This room 

is large enough for us to work in. 意味は この部屋は私たちが働け

るほど大きい  これを配達してもらえますか？ 2通りに英訳すると 

①Can I have this delivered? ②Can I get this delivered?  〈人〉

が～するのを許す 英訳すると allow〈人〉to～  私はあなたが帰る

のを許した 英訳すると I allowed you to come home.  poor 名詞

形にすると poverty 貧乏  should have p.p. 意味と2通りの書き換

えは ～すべきだったのに(実際にはしなかった) ought to have 

p.p.(過去分詞形)  be about to～ 和訳すると まさに～しようとし

ている  ①imaginable ②imaginative ③imaginary 違いは ①考え

られる ②想像力に富んだ ③架空の  on －ing 2通りに書き換える

と ①As soon as S(主語) + V(動詞) ②When S(主語) + V(動詞)  On 

arriving there, he opened the door. そこへ着くと、彼はドアを開け

た 2通りに書き換えると ①As soon as he arrived there, he opened 

the door. ②When he arrived there, he opened the door.  fire 動詞

の意味は 解雇する(dismiss)  represent を 2 語で言い換えると 

(stand) (for) 意味は ～を表す  〈事〉の責任を〈人〉に負わせる 2

通りに英訳すると ①blame〈事〉on〈人〉 ②blame〈人〉for〈事〉  

私は事故の責任を彼に負わせた 2 通りに英訳すると ①I blamed 



一問一答 

4 

the accident on him. ②I blamed him for the accident.  There is 

no －ing 和訳すると ～することは出来ない = It is impossible to 

～  fail 名詞形にすると failure 失敗   〈人〉が～するのを妨げる 

英訳すると prevent〈人〉from －ing  My uncle died ten years ago. 

私のおじは 10 年前に死んだ 3 つの文に書き換えると ①My uncle 

has been dead for ten years. ②Ten years have passed since my 

uncle died. ③It is ten years since my uncle died. 〈人〉に〈事〉

の不満を言う 英訳すると complain to〈人〉of〈事〉  従属節とは 一

つの文が他の文の中に入り、名詞・形容詞・副詞の働きをする節  従

属節の 3種類は 名詞節・形容詞節・副詞節  名詞節の働きは 主語・

動詞の目的語・前置詞の目的語・補語  補語にしか使えない形容詞

を挙げると alive・alike・asleep・awake・aware・afraid・alone・

ashamed・unable・contentなど  Though he worked hard, …を節

から句に書き換えると In spite of his hard work,  …Aと Bの関係

は CとDの関係に等しい 英訳すると A is to B what C is to D  try 

－ing と try to～を違いに気をつけて和訳すると try －ingは 試し

に～する try to～は ～しようと努力する  「一点」を表す前置詞は 

at  ～によって by (  ) of ～空所をうめると by (means) of  ～命

令文, and …和訳すると ～しなさい、そうすれば…  …命令文, or 

… 和訳すると ～しなさい、さもないと…  不定詞名詞用法の働き

とは 主語・動詞の目的語・補語  不定詞の 3 つの可能性は 不定詞

名詞用法・不定詞形容詞用法・不定詞副詞用法  不定詞形容詞の働

きとは 名詞修飾・補語  figure out 1語でいうと comprehend 理解

する 2 語でいうと (take) (in), (make) (out)  ～についてどう思い

ますか 英訳すると What do you think of  ～？ of の代わりに
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aboutも可  文中に of the two があるときの比較表現は the〈比較

級〉of the two  ご婚約おめでとう 英訳すると I congratulate you 

on your engagement.  形容詞節の働きは 名詞修飾  分詞構文とは 

分詞が副詞の働きをする現象  be to ～の意味 4つ挙げると ①～す

る予定だ ②～すべきだ ③～できる ④～する運命である  look 

after 2通りに言いかえると ①take care of ②care for  意味は 世

話をする  have a sound sleep  「sound」の意味は 十分な  long 

名詞形にすると length 意味は 長さ  この道を行けばその町に出

られます This road を主語にして英訳すると This road will take 

you to the city.  overtake 言いかえると catch up with  意味は 

～に追いつく  You have only to nod your head. 書き換えると All 

you have to do is to nod your head. あなたはうなずいてさえいれば

いい  いわゆる を 3単語で 2通り言うと ①what is called ②what 

they call  just now 使用上の注意は 現在完了形と共に用いない、

過去形のみ  文頭に出ると倒置が起こる否定語とは little・never・

hardly・scarcely・seldom・rarely・only など  レースに勝つなん

て夢にも思わなかった 倒置を使って英訳すると Little did I dream 

that I would win the race.  considerableと considerateを違いに気

をつけて訳すと considerable かなり多くの considerate 思いやり

のある  動詞 bookの意味は 予約する  〈場〉に行く途中で 英訳す

ると on one's way to〈場〉  marriage 結婚 反意語は  divorce 離

婚  ～を取り計らう を英訳すると see to it that  ときどき 4通り

の英訳は sometimes・once in a while・now and then・from time to 

time  up to ～の意味 3つは ～まで・～の義務で・～に従事して  ～

したい気がする 英訳すると feel like －ing  Why are you angry？ 
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言いかえると What makes you angry ？  なぜあなたは怒ってい

るのですか  able を名詞形にすると ability 能力  drive〈人〉to

～ 〈人〉を余儀無く～させる  I drove him angry. 和訳すると 私

は彼を怒らせた  in time と on time を違いに気をつけて和訳する

と in timeは 間に合って・そのうちに on timeは 時間通りに  「交

換」を表す前置詞は for  ing の可能性とは 進行形・動名詞・現在

分詞形容詞用法・分詞構文  過去分詞の可能性とは 受身・完了・過

去分詞形容詞用法・分詞構文  動名詞の働きは 主語・動詞の目的

語・前置詞の目的語・補語  現在分詞形容詞用法の働きは 名詞修

飾・補語  過去分詞形容詞用法の働きは 名詞修飾・補語  できるだ

け 2 通りで訳すと ①as ～ as possible  ②as ～ as S can  でき

るだけ早く起きなさい 2 通りで英訳すると ①Get up as early as 

possible. ②Get up as early as you can.  repeat の名詞形は 

repetition 意味は 繰り返し  I'm not so tall as him. を和訳すると  

私は彼ほど背が高くない  not so ～ as … …ほど～ない  暗くな

らないうちに 「前置詞＋1語」で英訳すると before dark  すれば

必ず～する を英訳すると never … without －ing  call (  ) を

cancel と同じ意味にすると  call (off) 取り消す  ～の方向に ( ) 

the direction of ～ 空所に前置詞を入れると (in) the direction of 

～  I suggested the committee a new plan. の誤りを訂正すると I 

suggested a new plan to the committee. 和訳すると 私は委員会に

新しい計画を提案した ※suggest は二重目的語を取らない  know 

～ very well を言い換えると be familiar with ～ 意味は ～に精

通している  agree to と agree withを違いは agree toは agree to

〈事〉、agree with は agree with〈人〉  私は彼の提案に賛成しま
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す 英訳すると I agree to his proposal.  私は彼に賛成します 英訳

すると I agree with him.  The 比較級～, the 比較級 … ～すれば

するほど、それだけ…  〈人〉と友達になる make friends with〈人〉  

もう一杯のコーヒー 英訳すると another cup of coffee  rise と

raise の違いに気をつけて訳すと rise は上がる raise は ～を上げ

る  ～にもかかわらず 4通りで訳すと with all ～・for all ～・in 

spite of ～・despite ～  カッとなる lose one's ( ) 空所をうめる

と lose one's (temper) どんなペンでもいいです Any pen will (  ). 

空所をうめると do 意味は 間に合う・十分である  die 形容詞形・

名詞形にすると 形容詞 dead 死んでいる 名詞 death 死  be sure 

that 主語+ 動詞の書き換えは be sure of + 主語の所有格 + 動詞

の名詞形  be sure that he will succeed 言いかえると be sure of 

(  )(  ) 空所に入る単語は be sure of (his) (success)  和訳すると 

彼の成功を確信している  ～, while … 和訳すると ～一方…、～だ

が…  半年ぶりに 8 語で英訳すると for the first time in half a 

year  They laughed at me. 受動態にすると I was laughed at by 

them.  much 〔または still〕less ～ 否定文と用いた場合の和訳は 

まして～ない  much 〔または still〕more ～ 肯定文と用いた場合

の和訳は  まして～である   知覚動詞を知っているだけ挙げよ 

hear・see・watch・feel・find・notice・observe・listen to・look at 

など  彼女は決して幸せではない 空所を補充すると ①She is ( ) 

happy. ②She is not ( ) ( ) happy. ③She is ( ) from happy. ④

She is by ( )( ) happy. ⑤She is ( ) but happy. ⑥She is not ( ) 

( ) ( ) happy. ①She is (never) happy. ②She is not (at) (all) 

happy. ③She is (far) from happy. ④She is by (no) (means) happy. 
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⑤She is (anything) but happy. ⑥She is not (in) (the) (least) happy.  

tongueの 2つの意味は ①舌 ②言語  It won't be long before S(主

語) + V(動詞). まもなく S(主語)は V(動詞)する  「それ」を表す it

と one の違いは it は同一物 one は同種物  どういたしまして ①

You ( )( ). ②Not ( )( ). ③Don't ( )( ). 空所をうめると ①

You (are) (welcome). ②Not (at) (all). ③Don't (mention) (it).  air 

「空気」以外の意味は？ 態度・様子  ～するのに忙しい 英訳する

と be busy －ing  I hope you to succeed. 訂正すると I hope that 

you will succeed. ※ hope〈人〉to ～の形はとれない a lady ( ) a 

red dress 空所をうめると a lady ( in ) a red dress 赤いドレスを着

た婦人  Whenever S(主語) + V(動詞), …意味は ①S(主語)が V(動

詞 )するときはいつでも…  ②いつ S(主語 )が V(動詞 )しても…  

Whenever he comes, he brings us some presents. 和訳すると 彼は

来るたびにおみやげを持ってきてくれる  Whenever he may come, 

I will not meet him. 和訳すると 彼がいつ来ようとも、私は彼に会

いません  一体全体 2 通りに英訳すると ①on earth ②in the 

world  meet the demandの和訳は その要求に応じる  ～はどうな

ったか 英訳すると What has become of ～？  maintain = ( ) 

( ) 空所をうめると (keep) (up) 維持する  違いに気をつけて訳す

と ①regret －ing ②regret to ～ ①～したのを悔やむ ②残念なが

ら～する  安月給 cheap salary 訂正すると low salary ※給料

(salary)・値段(price) の高い安いは、highや lowを使う  〈人〉に

〈事〉を思い出させる 英訳すると remind〈人〉of〈事〉  Once S(主

語) + V(動詞), … 和訳すると いったん S(主語)が V(動詞)すると…  

betweenと amongの違いは between(2者)の間で among (3者以上)
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の間で  appear = turn ( ) 空所をうめると turn (up) 現れる  ～

において異なる ～ differ (  ) 空所をうめると ～ differ (in) from

にしない  …ほど～ない not so ～ as … = ( ) ～ than … 空所

をうめると (less) ～ than …  さっぱり分かりません 英訳すると 

I have no idea.  besides と beside 違いに気をつけて和訳すると 

besides は～の他に beside は～のそばに  共通する動詞と意味は？ 

①( ) good time ②( ) a diary ③( ) a promise keep ①(keep) 

good time (時間が)正確である ②(keep) a diary 日記をつける ③

(keep) a promise 約束を守る  require・demand 英語 2語で言い換

えると call for 必要とする  もし水がなかったら、… If it (  ) (  ) 

( ) water, … 空所をうめると If it (were) (not) (for) water, …  

同じ意味で言い換えると (  ) (  ) (  ) (  ) water, … = (  ) (  ) 

water, … = (  ) water, … 空所をうめると (Were) (it) (not) (for) 

water, … = (But) (for) water, … = (Without) water, …  decide = 

make a (  ) 空所をうめると make a (decision) 決定する  言いか

えると make up one's (  ) 空所をうめると make up one's (mind)  

(道を教えるときに)すぐに分かりますよ 英訳すると You can't miss 

it.  ～を調べる look (  ) 空所をうめると look (over)  詳しく調査

する look (  ) 空所をうめ、和訳すると look (into)  辞書などで調

べる look (  ) 空所をうめると look (up)  the policeは必ず (単数

or 複数) 扱い 複数  ～に賛成して という意味の前置詞は for  ～

に反対して という意味の前置詞は  against  あなたは私の意見に

賛成ですか、反対ですか？ 英訳すると Are you for or against my 

idea?  memorize = learn ～ ( )( ) 空所をうめると learn ～ 

(by) (heart) ～を暗記する  be well off 暮らし向きが良い 反対のイ
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ディオムは？ be badly off 暮らし向きが悪い  …of one's own －

ing 和訳すると 自分で～した…  次の分数を英語で書くと 二分の

一  (1/2) a half  三分の一  (1/3) one-third 三分の二  (2/3) 

two-thirds  四分の三  (3/4) three-fourths  四分の一  (1/4) a 

quarter 五分の一 (1/5) one-fifth 五分の二 (2/5) two-fifths 十

分の一 (1/10) a-tenth 十分の二 (2/10) two-tenths  十五分の一 

(1/15) a-fifteenth 十五分の二  (2/15) two-fifteenths  百分の一 

(1/100) a-one hundredth 百分の三 (3/100) three-one hundredths  

whether ～ or …和訳すると ～か…かどうか、 ～であろうと…で

あろうと otherwise の意味 4 つ挙げると ①他の点では (=in every 

other respect)  ②別の方法で (=in other ways)  ③そうでなければ 

(=if not, or)  ④異なった (=different)  consume 名詞形にすると

consumption 消費 (all) the 比較級＋because ～和訳すると ～な

のでいっそう…  ～するようになる 英訳すると come to ～ また

は get to ～  despise = (  ) (  ) (  ) 空所をうめると look down 

on ～を軽蔑する  くじらが魚でないのは馬が魚でないのと同じで

ある 英訳すると A whale is no more a fish than a horse is.  no 

more ～ than …和訳すると ～でないのは…と同じ  役割を果た

す 2通りで英訳すると  ①play a part ②play a role  those who 

この場合の thoseは people 人々  現在完了で使う since と forの意

味は since ＋起点を表す語「～以来」 for ＋期間を表す語「～前か

らずっと」  〈会社〉で働く work ( ) 〈会社〉 空所をうめると work 

(for)〈会社〉  吠える犬はめったに噛まない 英訳すると Barking 

dogs seldom bite  talk each other 誤りを訂正すると talk to each 

other   


